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一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

2024年度 第６回 学生交流委員会 議事録 

 

日  時：2025年 3月 18日（火）15：00～16：00 

場  所：オンライン会議（ZOOM） 

出席校：【委 員 長】 神戸常盤大学 （工藤） 

    【副委員長】 神戸学院大学 （岸本、島内） 

       【委  員】 芦屋大学（吉田、新谷）、大手前大学/大手前短期大学（北島）、関西国際大学（山住）、 

  関西学院大学/関西学院短期大学（谷口）、甲南大学（松下）、神戸大学（山地）、神戸国際大学（寄能、郭） 

神戸松蔭女子学院大学（塩谷）、神戸親和大学（金山）、頌栄短期大学（近藤）、園田学園女子大学/ 

園田学園女子大学短期大学部（小林）、姫路大学（山田）、兵庫大学/兵庫大学短期大学部（吉田）、 

流通科学大学（早崎） 

※敬称略 

欠席校： 甲南女子大学、神戸海星女子学院大学、神戸市看護大学、神戸女学院大学、神戸女子大学/ 

神戸女子短期大学、兵庫県立大学 

大学コンソーシアムひょうご神戸事務局：中水、大島 

 

Ⅰ．審議事項 

1. 2024年度 学生交流委員会 事業報告・決算（案）について             （資料 1） 

取組 1   テーマ型の学生交流プロジェクト「WILL BEプロジェクト」 

取組 2-1 学生発信ブランディング「加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報」 

取組 2-2 学生発信ブランディング「若者による『震災の教訓を繋ぐプロジェクト』｣ 

標記に関し、中村理事長から各事業委員会に、資料 1-1のとおり依頼があった。 

資料 1-2「2024年度事業報告案」および「決算案」について審議。 

 

Ⅱ．報告事項 

1. 取組２「加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報」について           （資料 2） 

2. 第 22回全国大学コンソーシアム 研究交流フォーラムについて           （資料 3） 

・パネル展示応募状況について 

3. その他 

  

Ⅲ．懇談事項 

1. キッズフェスティバルについて                 （資料 4） 

2. その他 

 

Ⅳ．連絡・調整事項 

1. 2025年度 事業委員会の委員・ご担当者の登録について 

2. その他 

以上 

 

＜資料一覧＞ 

資料 1-1 ：2025年度事業計画・予算(案)及び 2024年度事業報告・決算(案)の作成について（依頼） 

資料 1-2：2024年度度学生交流委員会事業報告・決算（案） 

資料 2 ：【取組 2】学生発信ブランディング「加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報」について 

資料 3-1：加盟校からのパネル展示応募状況 
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資料 3-2：神戸学院大学 会場図 

資料 4  ：キッズフェスティバル企画案 

 

Ⅰ．審議事項 

1. 2024年度 学生交流委員会 事業報告・決算（案）について 

神戸常盤大学・工藤委員長、ならびにコンソ事務局より、資料 1-1～資料 1-2 に基づき、説明があり、協議の結果、異

議なく承認された。なお、継続中の事業実績（参加者数などの数値）について、追加変更がある場合は、２０２５年３月３

１日時点の実績を委員長が確認の上、反映して提出することが了承された。 

 

Ⅱ．報告事項 

1. 取組２「加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報」について 

コンソ事務局より、資料２に基づき、2024年度事業の進捗について報告があった。 

2. 第 22回全国大学コンソーシアム 研究交流フォーラムについて 

コンソ事務局より、資料３に基づき、パネル展示応募状況について報告があった。 

3. その他 

特になし 

  

Ⅲ．懇談事項 

1. キッズフェスティバルについて 

工藤委員長より、資料４に基づき、２０２５年度事業「取組１」の新規取組として、「キッズフェスティバ

ル」の計画案について提案があった。開催場所に挙げられた「ノエビアスタジアム」は女子サッカーチーム

「INAC神戸」（アイナックフットボールクラブ株式会社）の本拠地であり、スタジアム内には神戸常盤大学が

運営する子育て支援センター「ときわんノエスタ」があるため、連携しやすいこと、INAC神戸もホームゲーム

開催日に学生交流委員会のキッズフェスティバと連携が可能であれば、フェスティバルに協力したい意向があ

る旨の報告があった。加えて、親会社の「大栄環境株式会社」が第７回理事会（２０２５年３月１７日）にお

いて賛助会員入会の承認を受けた報告もあった。 

＜主な意見＞ 

・対象を未就学児童より年齢の高い子どもも対象にしてはどうか。 

・留学生がイベントで行っているスポーツなども実践できるか。 

・企業課題解決は、とりまとめをする人がいないと難しいと感じる。 

懇談を受けて、キッズフェスティバルを 2025年度事業とすることについて、第７回学生委員会にて審議する

こととなった。 

 

2. その他 

特になし。 

 

Ⅳ．連絡・調整事項 

1. 2025年度 事業委員会の委員・ご担当者の登録について 

コンソ事務局より、現在、各校のコンソ担当者に依頼をしている旨、報告があった。 

2. その他 

特になし。 

 

以上をもって、第６回学生交流委員会は終了した。 

以上 


